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本資料に記載されている禁⽌事項 注意事項 安全に関する注意事項等を理解の上 専⾨技術者にご依頼ください

保守・点検に関する注意事項について＿平型ロープ検査機器「パルスシステム」 

OTIS製エレベータをご所有の皆様及び管理者の皆様へ
平素はOTIS製エレベータをご利用頂きありがとうございます。 
本資料は、弊社製エレベーターの安全を確保して頂くことを目的として、弊社製品の保守点検のポイントを記載したものです。 
弊社製エレベーターの所有者様及び管理者の皆様におかれましては、本資料を保守点検作業を委託される専門技術者に開示し、十分に
理解された後、保守・点検作業を実施するようご依頼ください。 

資料について 
○ 本資料は、OTIS製エレベーターの保守・点検を行う場合に必要な専門的な情報（点検項目、点検方法、判定基準等）について、 
エレベーターの専門技術者へ開示する項目を記しております。
本資料に記載されている禁止事項、注意事項、安全に関する注意事項等を理解の上、専門技術者にご依頼ください。

○本資料に記載の作業は、昇降機に精通した専門技術者、昇降機検査資格者を対象にしております。専門技術者は必要な安全対策 
および作業を施工できる能力・資格を満足していることを前提としております。

○本資料の内容に従わない保守・点検作業は行わないでください。機器の故障、災害の原因となります。 
○本資料の内容は委託された専門技術者以外には開示しないでください。 
本資料で知り得た情報を基に、委託された専門技術者以外の方が保守・点検を実施した場合、機器の故障、災害の原因となります。

○本資料の内容は予告なしに改定する場合があります。最新版については、「日本オーチス・エレベータ - Otis Elevator Company」 
のホームページから入手お願いします。
URL http://www.otis.com/site/jp/Pages/default.aspx

○保守・点検の結果 修理、調整が必要となり、弊社に依頼される場合は有償にて対応いたします。 

免責事項 
○不適切な保守・点検等弊社の責によらない事象に起因した故障・事故に関して弊社は責任を負いません。 
例 ・誤った保守・点検作業、修理が起因となったもの
・製品の改造を行った場合。また不正な使用が起因となるもの
・弊社が供給する部品または指定した機器以外のものを使用したことが起因となった場合



1.平型ロープ検査機器内のボタン操作について ボタ 未使⽤
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1.平型ロ プ検査機器内のボタン操作について RESETボタン： 未使用
LEARNボタン：アラート・アラームのメモリ消去に使用します。 

「SW1」を5秒以内に3回押すことで消去できます。
※ ソフトウェアバージョン＿＿AAP以前の機器については、平型ロープ
検査装置の初期化（5秒間に5回押し）について、保守作業上
注意願います。 
※ 誤って操作した場合、劣化診断が不正確となりアラート、 
アラームの判定が正しく出力されません。

※ 平型ロープを新規交換の上、検査装置の初期化が必要となり
ます。 

2.平型ロープ検査機器ならび平型ロープの状態を示すLED表示の確認 

平型ロープ検査機器の現在のLED表示について点検の状態
を判断して下さい  

RBI（平型ロープ検査装置）の表示について  

STATUS 
CODE 概要 

1 平型ロープの状態がモニタ－されており、全て良好な状態 
2 予備 

3 予備 

4 予備

5 アラート状態 

6 アラーム状態 

平型ロープが疲労による寿命に近づいているか、被覆の損傷により
コードが露出している恐れがある 

平型ロープが疲労による寿命に到達しているか、被覆の損傷、もし
くは磨耗の為にコードが露出もしくは損傷している恐れがある 

7 RSL 配線または通信不良の恐れがある 

8 予備 

9 EEPROM が損傷している恐れがある 

10 ボード上のフラッシュメモリーが損傷している恐れがある 

11 初期設定時に平型ロープの接続不良を検出した状態

12 初期設定時に平型ロープの各コード組の初期抵抗値に大きな差を検出した状態 

13 周囲温度の異常を検出した状態 

14 予備 3 
15 システムがスタンバイ状態（初期設定されていない状態） 



昇降機の法定対応年数（昭和40年⼤蔵省令第15号「減価償却資産の対応年数等に関する省令」）は エレベ タ 17年

○ ⽇本オ チス エレベ タ株式会社

e mail ：parts nipponotis@otis com
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昇降機検査資格者および専門技術者の方へ
交換部品について 
○ 部品交換は、弊社純正品または指定部品を使用して下さい。 
弊社から供給または指定していない機器、部品の使用および製品の改造を弊社の了承なく行うことは、故障、災害の原因となることがあります。
これらに起因する事故について、弊社は責任を負いません。

○昇降機の法定耐用年数および保守部品の供給期間について。 
・法定対応年数
昇降機の法定対応年数（昭和40年大蔵省令第15号「減価償却資産の対応年数等に関する省令」）は、エレベーター17年、
エスカレーター15年と定められております。

・保守部品の供給期間
弊社は、主要部品の対応年数、製造素材の供給等を考え、保守用部品の供給期間を原則として当該機種の生産了後20年とさせて
頂いております。

本資料に関するお問い合わせ先 
○ 日本オーチス・エレベータ株式会社

e mail： jp_request@otis.com
本資料に関するお問い合わせの場合は、ご連絡先名称・所有（管理）ビルまたは部署名、連絡者名およびお問い合
わせ内容を記載の上、上記のe mailアドレスまでお送りください。         
日本オーチス・エレベータの部品販売に関するお問い合わせ先 
○ 日本オーチス・エレベータ株式会社 サービスセンター部品販売課 

〒289-1693 千葉県山武郡芝山町小池2700-1
e mail ：parts_nipponotis@otis.com


